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１ ．【当中間期決算に関する定性的情報】 

(１)【連結経営成績に関する説明】 

当中間連結会計期間の損益状況につきましては、以下のとおりとなりました。 

経常収益は、株式等売却益及び有価証券利息の減少を主因として、前年同期比7億33百万円減少の486億85百万

円となりました。経常費用は、外貨の資金調達コスト及び国債等債券売却損の増加を主因として、前年同期比4億96百万円

増加の387億76百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は前年同期比12億30百万円減益の99億8百万円となりました。また、親会社株主に帰属する中間

純利益は、前年同期比8億69百万円減益の65億43百万円となりました。 

(２)【連結財政状態に関する説明】 

貸出金は前連結会計年度末比590億円増加し、3兆2,950億円となりました。有価証券は前連結会計年度末比471億円減

少し、1兆7,154億円となりました。預金は前連結会計年度末比447億円減少し、4兆5,819億円となりました。 

当中間期の総資産は、有価証券が減少したものの、貸出金が増加したことを主因に前連結会計年度末比242億円増加し、5

兆9,818億円となりました。負債は預金が減少したものの、債券貸借取引受入担保金、売現先勘定及び借用金の増加を主因に

前連結会計年度末比181億円増加し、5兆6,395億円となりました。純資産は前連結会計年度末比61億円増加し、3,422億円

となりました。 

(３)【連結業績予想に関する説明】 

通期の業績予想につきましては、本中間期の業績等を踏まえ、本年5月11日に公表した数値から修正をしており、連結経

常利益は177億円、親会社株主に帰属する当期純利益は102億円を見込んでおります。また当行単体では経常利益は157

億円、当期純利益は101億円を見込んでおります。 

なお、上記の業績予想は、本資料の発表時において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様

々な要因によって上記予想数値と異なる結果となることがあります。 
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（4） 【中間連結財務諸表に関する注記事項】 

【継続企業の前提に関する注記】 

     該当事項はありません。 

 

【表示方法の変更】 

（中間連結損益計算書関係） 

当行と株式会社北越銀行との経営統合（「株式会社第四北越フィナンシャルグループ」を設立）にあたり、より経済実態を反映した

財務諸表の開示を行う観点から、従来、連結子会社のファイナンス・リース取引及び割賦取引に係る収益、費用は「その他経常収

益」「その他経常費用」に計上しておりましたが、当中間連結会計期間より「その他業務収益」「その他業務費用」に計上しておりま

す。 

この表示方法の変更を反映させるため、前中間連結会計期間の中間連結財務諸表の組替えを行っております。この結果、前中

間連結会計期間の中間連結損益計算書に表示しておりました「その他経常収益」のうち 8,282 百万円は「その他業務収益」として、

「その他経常費用」のうち7,597百万円は「その他業務費用」として組み替えております。 

     

【会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更】  

当行の有形固定資産（2016 年 4 月１日以後に取得した建物、建物附属設備及び構築物を除く）の減価償却方法は、従来、定率

法を採用しておりましたが、当中間連結会計期間より定額法に変更しております。 

当行は 2018 年度開始の中期経営計画において、営業店舗及び事務機器等の使用実態を確認した結果、長期安定的に使用さ

れており、その使用価値は存続期間を通じて概ね一定であるため使用実態に即し耐用年数にわたり均等償却により原価配分を行う

定額法に変更することがより適正に経営実態を反映するものと判断いたしました。    

また、株式会社北越銀行との経営統合に伴い、持株会社グループ内での銀行業を営む連結子会社の営業店舗及び事務機器

等の使用方法を検討した結果、定額法に変更することがより適正に経営実態を反映するものと判断いたしました。 

この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当中間連結会計期間の経常利益及び税金等調整前中間純利益は 127 百

万円増加しております。 

 

【企業結合等関係】 

当行と株式会社北越銀行との経営統合について 

 

当行と株式会社北越銀行（取締役頭取 佐藤勝弥、以下「北越銀行」といい、当行と北越銀行を総称して「両行」とい

います。）は、2018年３月23日に開催したそれぞれの取締役会において、両行の株主総会の承認及び関係当局の許認可等

が得られることを前提として、共同株式移転の方式により2018年10月１日をもって両行の完全親会社となる「株式会社

第四北越フィナンシャルグループ」（以下「共同持株会社」といいます。）を設立すること（以下「本株式移転」といいま

す。）、並びに共同持株会社の概要及び本株式移転の条件等について決議し、同日、両行間で経営統合契約書を締結いたし

ました。 

また、2018年５月11日開催の両行の取締役会において決議のうえ、本株式移転に係る株式移転計画書を共同で作成し、

2018年6月26日に開催された両行の定時株主総会において株式移転計画は承認され、2018年10月1日付で共同持株会社

が設立されました。 

  

（1） 企業結合の概要 

① 被取得企業の名称および事業の内容 

被取得企業の名称  北越銀行  

事業の内容     銀行業 

 

② 企業結合を行った主な理由 

人口減少等の影響により、将来的には預金・貸出の規模が縮小することが見込まれるほか、我が国での金融

緩和政策の長期化に伴って、今後は貸出業務における利鞘や有価証券運用収益の減少がさらに進むと予想され

ます。このように、両行を取り巻く経営環境は、今後ますます厳しいものとなることが予想され、より盤石な

経営基盤の確立が両行の共通した経営課題となっております。 

 加えて、フィンテックに代表される金融・IT 融合やデジタライゼーションの動きが進展する中で、金融サ

ービスのIT化をはじめとする顧客の新たなニーズへの機動的な対応や、更なる付加価値の創成が重要な課題

のひとつとなっているほか、新潟県においても地元企業による海外進出や海外企業との取引が増加する中で、

海外での事業展開ノウハウの提供を含むグローバルな視点でのコンサルティング機能の拡充も求められてお

ります。 

 両行の置かれている経営環境の変化及び顧客ニーズの多様化等を踏まえると、長きにわたり信頼関係を築

いてきた両行が経営統合を行い、それぞれの強みを活かして共通の経営課題に対処することが、地方銀行と

しての役割・使命を今後も永続的に果たすことに繋がり、ひいては両行の株主、お客さま及び地域の皆様に

最も貢献できるとの判断に至りました。 

③ 企業結合日 

2018年10月1日 
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④ 企業結合の法的形式 

株式移転による共同持株会社の設立 

⑤ 結合後企業の名称 

株式会社第四北越フィナンシャルグループ 

⑥ 取得した議決権比率 

100％ 

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠 

企業結合に関する会計基準上の取得決定要素に基づいております。 

 

（2） 株式の種類別の移転比率及びその算定方法並びに交付株式数 

① 株式の種類別の移転比率 

（イ）当行の普通株式１株に対し、共同持株会社の普通株式１株 

（ロ）北越銀行の普通株式１株に対し、共同持株会社の普通株式0.5株 

② 算定方法 

当行は野村證券株式会社に、北越銀行はみずほ証券株式会社に、第三者算定機関として株式移転比率の算定

を依頼し、提出された報告書に基づき当事者間で協議の上、株式移転比率について合意・決定いたしました。 

③ 交付株式数 

普通株式 45,942,978株 

 

【重要な後発事象】 

     当行と株式会社北越銀行との経営統合について、【企業結合等関係】に記載のとおりであります。 
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（注） 「その他利益剰余金」について合計額により記載しておりますが、その内訳は次のとおりであります。 

前中間会計期間（自 2017年4月1日 至 2017年9月30日） 

当事業年度期首残高 当中間会計期間変動額 当中間会計期間末残高 

固定資産圧縮積立金 673百万円 －百万円 673百万円 

別途積立金 147,334百万円 7,000百万円 154,334百万円 

繰越利益剰余金 20,903百万円 △1,057百万円 19,846百万円 

当中間会計期間（自 2018年4月1日 至 2018年9月30日） 

当事業年度期首残高 当中間会計期間変動額 当中間会計期間末残高 

固定資産圧縮積立金 656百万円 －百万円 656百万円 

別途積立金 154,334百万円 5,000百万円 159,334百万円 

繰越利益剰余金 24,316百万円 △3,157百万円 21,158百万円 

（4） 【中間財務諸表に関する注記事項】 

【継続企業の前提に関する注記】 

該当事項はありません。 
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